

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































????????????????????? ???1 ??????? ? ? ?????????
と計算される。式におけるγは閾値であり、この値の設定
には大きな自由度があるが、指数は単なるインデックスで
あるので、閾値がある程度高い所得に対応していれば、十
分に機能する。ここでは、閾値をγ＝10万RMBとする。こ
の場合、Gと自動車保有力指数との関係は、図表25の通り
である。なお、図表25における太い線は最高収入層10％が
保有する自動車の台数であり、この層の保有する自動車は
比較的高価なものが多いと思われ、所得150超の世帯数との
緊密な関連性が予想される。
　図表25から、0．36や0．38レベルのジニ係数では、実際の
自動車保有量を説明するのは困難である。ジニ係数は0．4以
上ないと、所得と購買力の開きが大きくなりすぎてしまう。
この図から、ジニ係数は0．42や0．44周辺に位置すると推測
される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦軸の単位：百万台
図表25．Gごとの自動車保有力指数と最高収入層の車保有
図表24．Gとインプライド分布（世帯数単位：百万）
在すると推測される。これ以後はKの代替値としてKmjn
を利用して展開する。
　このように、Gを設定すれば、それに対応するインプラ
IV－4．個人自動車市場の将来性
中国自動車市場の規模15）が、ある所得以上の世帯数、即ち
「自動車保有力指数」に依存するものであるとすれば、こ
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王所得成長率 G＝0．340．36　0．38　0．400．42 0．44
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図表26．所得成長率と5年後の自動車保有力指数との関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万台）
の「自動車保有力指数」が、自動車市場の将来を大きく左
右することになる。今後の自動車市場を予測するには、こ
こで構築したモデルを用いて、まず将来の実質所得の分布
を予測し、そしてその分布における自動車保有力指数を算
出するという方法が考えられる。
　2001年以後、中国都市住民の平均統計所得は年率13％伸
びている。今後の5年間において、平均実質所得の伸びを
10％、5％、2％、ジニ係数Gを0．34、0．36、0．38、0．40、
0．42、0．44とした場合の自動車保有力指数を計算したのが
図表26である。
　自動車保有力指数は、ジニ係数Gの関数であるが、図表
26から、重要な結果が1つ得られる。すなわち、ジニ係数
が異なっても、この世帯数の増加の勢いは大きく変わらな
いということである。また、図表26から、5年後、実質所
得が10万RMB以上の世帯の数は3，000万にも達する可能
性があることが分かる。これらの数字は、中国自動車市場
の大きな潜在力を示している。
京　穂
びていることに加え、あるレベル以上の所得層の急激な拡
大である。この層の数は、分布の右側の裾の面積に相当す
るが、平均所得の成長率に比べ、この裾の面積の成長率の
方が大きい。自動車をはじめ、いわゆる「贅沢商品」の市
場は、今後、平均所得の増加以上に成長する可能性が大き
いであろう。
　本稿は、中国都市住民全体の実質所得分布を対象に展開
した。中国では、地域による違いが大きいので、本モデル
性質上、地域都市ごとに展開した方が、より精緻な結果が
得られる。これは、今後の課題としたい。また、中国以外
の新興国市場に対しても本モデルの適用の研究をしていき
たい。
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V．まとめ
　中国都市住民の平均所得はまだ低いが、消費から推測す
ると、中高収入層に属している人々の所得はかなりあると
考えられる。但し、当局による統計調査は所得が過少計上
されているので、この層の実質所得やその購買力を、統計
データから推定することは困難である。そこで、本稿は、
中国都市住民の購買力の根源をその実質所得にあるとし、
その実質所得を推定するモデルの構築を試みた。モデルの
主なパラメータとしてジニ係数を用い、ジニ係数に関する
多くの研究の結果を活用できるようにモデルを設計した。
　中国統計年鑑の数字から推測すると、年間所得が10万
RMBを超える世帯数は約100万しかないが、本稿モデルに
よる推定の結果では、その数は約10倍の1，000万に達した。
また、自動車保有力指数による検証を行った結果でも、本
稿モデルによって得られた所得分布が自動車消費の現状と
整合性があることが確認された。
　中国市場の特徴は、13億人の平均所得が高い成長率で伸
15）　ここで、個人向き自動車市場の規模をさす。
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